
交通安全
部会（5名）

•安協役員
•１組常会長
•２組常会長

区議会（8名太枠の役職数）

子ども安全
部会（８名）

•分館主事
•副分館長
•箕輪中学PTA
•北小PTA
•３組常会長
•４組常会長
•（兼）区長代理

防災生活
部会（6名）

•日赤奉仕団団長
•日赤奉仕団副団長
•消防分団長
•７組常会長

高齢者の安全
部会（6名）

•民生児童委員
•長寿クラブ会長
•5組常会長
•6組常会長
•(兼)区長

・八乙女区長
（地区社協会長
　SC会長）

・民生児童委員
（地区社協副会長
　SC副会長）

・区長代理
（地区社協会計
　SC副会長）

・箕輪町役場
　八乙女地区
　担当職員

部　長：育成会会長
事務局：分館長

部　長：総務部長
事務局：総務副部長

部　長：土木部長
事務局：土木副部長

部　長：衛生部長
事務局：衛生副部長

　

協議会（20名下線のない役職数）合同会（28名）
毎月第３土曜日開催

・敬老慰安会
・サロンおいで
なんしょ
・寺子屋

・八乙女
看板設置
・ｸﾞﾗﾝﾄﾞに階
段設置
照明ｺﾝｾﾝﾄ追加

地区社協事業地域活性化事業
平成29年度　取り組み

・地域福祉co
・地域包括支援
　ｾﾝﾀｰ保健師

・SC事務局長

　H30年度～

八乙女区と八乙女ｾｰﾌｺﾐｭﾆﾃｨ(YSC)の関わり

・支えあいﾏｯﾌﾟ更新

・ｶｰﾌﾞﾐﾗｰの設置

・街灯を覆う樹木点検

・「危険」注意看板修理
・見守り隊の実施
・ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄの設置

・支えあいﾏｯﾌﾟ更新
・身近な困り事ｱﾝｹｰﾄ
・雪かき支援体制作り

・避難所開設訓練
・AED講習会実施
・除雪作業
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お互い様（向こう三軒両隣）
の精神を定着させる

自分たちの問題としてとらえ、
みんなで考える場がある

地区のなかで、支えあう仕組
みがある

困った時に相談できる

継続性のある組織づくりを行
う

活動の場（拠点）をつくる

行政、町社協との連携を密に
する

住民全員が地区社協、YSC
メンバーの意識をもつ

・行事、寺子屋、区史を通じて区の習わしを後世に伝える。
・今後も気軽に困り事を発信できるよう顔を合わす集まりを増やし
　ていく。幅広い年代で楽しめる内容を検討。

・身近な困り事を把握するアンケートの取り直しを、毎年１月に行
　い、支援者と協力者を把握する。
・八乙女のシンボル水路橋の保存について検討する。

・29年度は雪かきを手始めに進めたが、問題点はその都度検討し、
　定例化した流れを確立する。
・災害時支えあいマップを平常時に活用していく為に、総務と高齢
　者の安全部会の連携を密にして運用する。

・福祉活動推進員を常会長に委嘱し、身近な相談者として意識付け
　を行う。現在、高齢者の安全部会が相談窓口。今後は、事務局
　も対応をする。

・YSCの事務局長を任期2年で選任。会議の効率化、役員の負担軽
　減を図りながらも継続性のある組織作りを目指す。生活・介護支
　援サポーターの協力も検討する。

・地域活性化事業において、環境整備に取り組む。
・地区社協の事業を部会で取り組む。

・協議会に町の担当者と社協の担当者が出席する。

・取り組みを広報で丁寧にわかりやすく行う。

平成30年度　八乙女区とYSCの取り組み


